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環
境
情
報
の
提
供
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

第
四
点
と
い
た
し
ま
し
て
、
経
費
の
節

減
・
合
理
化
な
ど
、
財
政
健
全
化
の
た
め

に
、
経
常
経
費
の
削
減
、
公
用
車
一
括
管

理
の
構
築
、
各
種
補
助
金
の
見
直
し
な
ど

に
つ
い
て
具
体
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

市
政
運
営
の
柱
の
一
つ
で
あ
り
ま
す

「
Ｉ
Ｔ
先
端
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
ま

し
て
、
平
成
15
年
度
は
、
政
府
の
定
め
た

ｅ
―
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
計
画
の
一
つ
の
柱
で
あ

る
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ

Ｎ
）
の
接
続
が
完
了
す
る
と
と
も
に
、
Ｌ

Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
接
続
に
対
応
し
た
庁
内
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
整
備
し
ま
し
た
。

平
成
16
年
度
は
、
学
校
教
育
用
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
新
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｎ
へ
の
移
行
を
実
現
す

る
と
と
も
に
、
現
在
、
子
ど
も
た
ち
の
確

か
な
学
力
向
上
の
た
め
、
市
内
小
・
中
学

校
に
配
置
し
て
お
り
ま
す
、
教
育
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
す
べ
て
更
新
し
、
児
童
生
徒

一
人
１
台
体
制
を
実
現
す
る
と
同
時
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
な
ど
環
境
整

備
に
つ
い
て
も
、
一
層
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
ア
テ
ネ
塾
な
ど
の
開

催
に
よ
る
市
民
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向

上
と
、
さ
ら
に
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
各
種
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
高
速
化
、
高
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
健
康
・
福
祉
都
市
」
の
実
現
を

目
指
し
ま
し
て
、
旧
公
立
刈
田
綜
合
病
院

跡
地
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
介
護
予
防

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
超
高
齢
化
社
会

に
対
応
す
る
た
め
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ

ー
ン
を
活
用
し
た
介
護
予
防
教
室
を
実
施

す
る
な
ど
、
介
護
予
防
の
拠
点
と
し
て
高

齢
者
の
自
立
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
に
対
し
て
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
か
ら
多
種
多
様
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
介
護

予
防
・
生
活
支
援
事
業
と
し
て
、
新
た
に

「
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
や
「
訪
問

理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業
」、「
寝
具
類
等
洗

濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
事
業
」を
創
設
し
、

高
齢
者
の
自
立
支
援
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
家
族
介
護
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
保
険
課
内
に
「
白
石
市
基
幹

型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、

在
宅
に
お
い
て
援
護
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
や
そ
の
家
族
な
ど
に
対
し
て
、
総
合
的

な
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
保
健
、
医
療
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
の

連
絡
調
整
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

保
健
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
精
神
障
害

者
の
社
会
復
帰
お
よ
び
社
会
参
加
の
促
進

を
図
る
た
め
、
精
神
障
害
者
小
規
模
作
業

所
を
設
置
し
運
営
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
作
業
所
を
授
産
施
設
に
変
更
し
、
よ

り
一
層
の
事
業
の
充
実
と
運
営
の
安
定
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
と

生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
民
の

健
康
意
識
調
査
な
ど
に
よ
り
、
目
標
値
を

設
定
し
た
白
石
市
独
自
の
健
康
プ
ラ
ン
を

策
定
し
、ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
と
し
て
配
布
、

広
報
す
る
な
ど
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
へ

の
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
固
有
の
財
産
で
あ
る
、
小

原
温
泉
お
よ
び
鎌
先
温
泉
の
保
健
的
利
用

の
推
進
を
図
る
こ
と
で
、
市
民
の
健
康
増

進
を
図
る
と
と
も
に
、
観
光
資
源
の
整
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
小
原
、
鎌
先
の
豊
か
な

自
然
景
観
の
中
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
き
る
、

足
湯
を
含
め
た
遊
歩
道
の
整
備
、
ま
た
、

小
原
古
湯
の
露
天
風
呂
の
復
活
を
図
る
と

同
時
に
、
温
泉
利
用
者
を
対
象
と
し
た
保

健
士
、
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談
、
さ
ら

に
は
公
立
刈
田
綜
合
病
院
と
の
連
携
に
よ

る
医
療
相
談
や
温
泉
療
養
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

自
然
豊
か
で「
水
音
の
響
く
ま
ち
白
石
」

を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、「
環
境
都

市
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
し
て
、
白
石
型

デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
さ
ら
な
る
推
進
が
重

要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

国
が
一
昨
年
12
月
に
発
表
し
た
「
米
政

策
改
革
大
綱
」
に
よ
り
、
平
成
16
年
度
か

ら
の
米
政
策
は
、
地
域
で
の
特
徴
あ
る
水

田
農
業
の
た
め
の
「
産
地
づ
く
り
対
策
」

と
「
稲
作
所
得
基
盤
確
保
対
策
」
の
二
本

立
て
と
な
り
ま
す
。

特
に
産
地
づ
く
り
対
策
は
、
地
域
独
自

の
計
画
に
基
づ
き
、
生
産
者
を
支
援
す
る

こ
と
と
な
り
、
本
市
で
は
地
域
の
特
徴
を

生
か
し
た
団
地
化
に
よ
る
集
団
転
作
へ
の

支
援
措
置
と
し
て
、
ソ
バ
、
コ
ス
モ
ス
、

レ
ン
ゲ
草
、
さ
ら
に
は
菜
種
油
の
採
取
を

目
的
に
、
菜
の
花
な
ど
の
作
付
け
面
積
を

拡
大
し
、
ま
た
、
モ
ク
ズ
ガ
ニ
や
川
エ
ビ

の
人
工
飼
育
を
行
い
、
付
加
価
値
の
高
い

特
産
品
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
景

観
形
成
事
業
を
含
め
て
交
流
人
口
の
誘

引
、地
域
活
性
化
に
資
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
に
つ
き

ま
し
て
も
、
引
き
続
き
農
地
の
耕
作
放
棄

を
防
止
す
る
こ
と
で
、
集
落
の
環
境
整
備

お
よ
び
農
地
保
全
な
ど
を
推
奨
し
て
ま
い

り
ま
す
。
同
時
に
、
ポ
ー
チ
パ
ー
ク
や
昨

年
小
原
材
木
岩
公
園
に
復
原
し
た
検
断
屋

敷
な
ど
を
活
用
し
、
地
域
の
創
意
工
夫
、

産
地
づ
く
り
を
進
め
、
地
産
地
消
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
食
の
安
心
、
安
全
を
市
民

に
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
、
４

万
人
市
民
の
森
づ
く
り
事
業
を
支
援
、
さ

ら
に
、
平
成
14
年
度
か
ら
制
度
化
さ
れ
ま

し
た
森
林
整
備
地
域
活
性
活
動
支
援
事
業
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第
３
４
７
回
白
石
市
議
会
定
例
会
が
２

月
16
日
か
ら
３
月
５
日
ま
で
の
日
程
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
各
種
条
例
の
制
定

や
一
部
改
正
、
平
成
16
年
度
一
般
会
計
お

よ
び
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
当
初

予
算
な
ど
計
26
件
の
議
案
が
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
議
会
開
会
日
の
２
月
16
日
、
川
井
市

長
か
ら
平
成
16
年
度
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
施
政
方
針
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

現
在
の
日
本
は
、
デ
フ
レ
不
況
に
あ
え

ぎ
な
が
ら
も
、
明
る
い
兆
し
が
見
え
は
じ

め
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
本
格
的
な

回
復
軌
道
に
は
乗
っ
て
お
ら
ず
、
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
と
急
激
な
少
子
高
齢
化
に

よ
る
社
会
保
障
制
度
へ
の
不
安
、
一
向
に

改
善
し
な
い
雇
用
情
勢
な
ど
、
現
在
の
社

会
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
大
き
な
不
信
を
抱

え
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
を
図
る

混
迷
の
時
期
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
に
お
い
て
も
、
地
方
分
権

の
受
け
皿
た
り
得
る
基
礎
的
自
治
体
と
し

て
の
役
割
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
市
町
村

合
併
の
推
進
や
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る

補
助
金
、
交
付
金
の
縮
減
が
進
め
ら
れ
る

中
、
本
市
に
お
い
て
は
、
現
在
ま
で
２
度

の
行
政
改
革
を
行
い
、
行
政
の
効
率
化
に

よ
る
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
適
正

な
財
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
白
石
城
を
は

じ
め
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
、
情
報
セ
ン
タ

ー
、
福
祉
の
里
、
さ
ら
に
は
生
ご
み
資
源

化
施
設
「
シ
リ
ウ
ス
」
も
稼
働
を
始
め
ま

し
た
が
、
市
内
第
二
循
環
線
と
な
る
沖
の

沢
郡
山
線
や
越
河
地
区
農
業
集
落
排
水
整

備
、
あ
る
い
は
、
国
に
要
望
し
て
い
る
国

道
４
号
バ
イ
パ
ス
４
車
化
、
国
道
１
１
３

号
小
原
地
区
の
交
通
安
全
設
備
な
ど
、
こ

れ
か
ら
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
面
も
数
多
く
あ
り
ま

す
。ま

た
、
今
後
、
総
人
口
が
減
少
し
、
高

齢
人
口
が
急
増
す
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
人
口
動
態
の
中

で
市
政
運
営
を
行
う
、
い
わ
ば
海
図
な
き

航
海
に
進
み
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
す
で
に
整
備
し
た
イ
ン

フ
ラ
を
適
正
な
財
政
運
営
の
も
と
で
活
用

し
、
本
市
の
財
産
で
あ
る
文
化
あ
る
い
は

自
然
環
境
を
武
器
と
し
て
、
攻
め
の
姿
勢

に
よ
り
、
地
方
分
権
時
代
の
地
域
間
競
争

に
勝
ち
残
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。そ

の
た
め
に
、
我
々
を
取
り
巻
く
環
境

の
す
べ
て
の
質
を
高
め
る
よ
う
な
文
化
を

創
造
し
、
市
政
運
営
の
柱
で
あ
り
ま
す

「
健
康
・
福
祉
都
市
」、「
環
境
都
市
」、

「
生
涯
学
習
都
市
」、「
Ｉ
Ｔ
先
端
都
市
」

の
実
現
に
よ
る
、
心
豊
か
で
個
性
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
全
力
で
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

初
め
に
、
市
町
村
合
併
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
本
年
は
昨
年
12
月
24
日
に
設
立
い
た

し
ま
し
た
任
意
合
併
協
議
会
に
よ
る
、
合

併
の
具
体
的
モ
デ
ル
の
作
成
を
受
け
、
住

民
説
明
会
な
ど
に
よ
る
市
民
の
意
向
調
査

を
踏
ま
え
、
合
併
の
是
非
を
判
断
し
て
ま

い
り
ま
す
。

次
に
、
第
３
次
と
な
る
行
政
改
革
の
推

進
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
行
政
改
革
は
情
報
化
を
柱
と
し

て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
堅
持
と
適
正
で
効

率
的
な
行
財
政
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

電
子
自
治
体
の
実
現
を
柱
と
し
た
「
地

域
の
個
性
を
発
揮
し
、
心
の
豊
か
さ
を
追

求
し
た
品
格
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
た
め
、
ま
ず
第
一
に
、
組
織
、
機

構
の
見
直
し
と
し
ま
し
て
、
総
合
窓
口
シ

ス
テ
ム
整
備
の
検
討
お
よ
び
滞
納
市
税
の

収
納
管
理
の
体
制
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

第
二
点
と
し
ま
し
て
、
業
務
の
合
理
化

お
よ
び
効
率
化
に
対
応
す
る
た
め
、
各
種

業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
検
討
す
る

と
同
時
に
、
時
差
出
勤
制
度
の
制
定
や
旅

費
、
特
殊
勤
務
手
当
な
ど
の
改
正
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

第
三
点
と
し
ま
し
て
、
市
例
規
集
の
電

子
化
な
ど
、
情
報
の
共
有
化
に
よ
る
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
を
進
め
る
と
同
時
に
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
た
行
政
情
報
、

▲旧刈田病院跡地内西側に完成した
介護予防センター

市
町
村
合
併

行
政
改
革

情
　
報
　
化

健
康
・
福
祉

環
境
・
産
業
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「
健
康
・
福
祉
都
市
」「
環
境
都
市
」 

「
生
涯
学
習
都
市
」「
Ｉ
Ｔ
先
端
都
市
」
を
実
現
し
、 

心
豊
か
で
個
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あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
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全
力
で
進
め
て
い
き
ま
す 
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